
 

平成２９年度第３回郡上市男女共同参画推進会議 要録 

 

期 日 平成２９年９月２２日（金）１５：００～１７：００ 

場 所 郡上市役所 ２階第１会議室 

出席者 推進委員７名（新井浩司、小島昭彦、小林道弘、南波昌樹、平井美津枝、小島一

将、村瀬英里子）（欠席：小林美弥子、日置香乃江、和田明美、）※敬称略 

酒井、和田 

合計９名 

１．開会（平井委員長）   

  

２．議事 

（１）ともいきフェアの内容について（下記 協議による決定事項） 

   ・日にち：１１月２６日（日）13:30~ 

   ・場 所：大和生涯学習センター 

   ・内 容：「大男子会」というテーマで、第１部お父さん数名によるミニ男子会（各お父さ

んの活動のお話、インタビュー形式でのトーク会、第２部参加お父さん全員によ

る大男子会として交流会、おとう飯試食会を行う。） 

   

下記概要 

テーマ「大男子会~お父さんの力が家族の笑顔につながる~」 

普段なかなか交流できないお父さんの思いや考えを聞いたり、話したりして、お父さんやお母さ

んの子育ての参考にしてもらうような場とする。 

 

13:30~14:00 オープニング（主催者あいさつ） 

       ・主催者あいさつ 

       ・郡上市スポーツセンターダンスチーム 1,2 年生チームダンス披露 

        郡上市スポーツセンターダンスチーム 3,4 年生チームダンス披露 

                    ☆家族の中心の子供が活躍する姿でスタート！ 

第１部 ミニ男子会~お父さんの力~（お父さん代表のミニ男子会。各活動の紹介をしても

らい、それぞれの思いを聞く。また、女性が活躍するために、男性の支援が必要ということからも、

ご自身又は従業員に向けたﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽについても話していただく。） 

14:00~14:10 お話①水口晶さん（ラフティング・アウトドア体験「アース・シップ経営」 

14:10~14:20 お話②狩野さん（キッチントット経営） 

14:20~14:30 お話③エクセレント企業㈱高垣組 人事部長 信田さん 

14:30~14:45 （※インタビュー形式で） 

     今回のテーマ、お父さんの力が必要だということで 



       ・水口さんには、お父さんとしての思い、従業員のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽへの配慮について 

       ・狩野さんには、日頃の子供との関わりについて（同じ趣味のバンド活動などを通

して） 

       ・信田さんには、社員のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽへの配慮について 

     途中で、今回募集したおとう飯にからめて、それぞれのおとう飯に絡む話題も入れなが

ら進める。 

14:45~14:55 休憩（女性起業家の作品等の紹介）、おとう飯の準備 

第２部 大男子会（（お父さんの男子会。おとう飯の試食とともに、各テーブルで自己紹介、

本日の感想などの交流会をしていただく。） 

14:55~15:30 ●おとう飯試食会（子どもも一緒に試食できる） 

        おとう飯１の紹介（応募者に会場でレシピ等の紹介をしていただく）        

        おとう飯２の紹介（          〃          ） 

        おとう飯３の紹介（          〃          ） 

        応募のあったおとう飯の紹介（こちらにて紹介） 

       ●交流会（各テーブルで自己紹介をするなど交流する。推進委員が各テーブルにつ

いて進行役となる） 

15:30~15:45 閉会 

 

その他  ・女性起業家マルシェ 

     ・託児 

 

【検討・協議事項】 

・テーマのサブタイトルについては、下記をキーワードにしながら事務局で 2,3 候補を考える。そ

の後、委員に確認を取って決定する。 

     ・女性が頑張れるのが・・・ 

     ・立ち上がれ、男達 

     ・今！お父さんの背中を押す時がきた 

     ・お父さんの「力」が必要 

・おとう飯については、大和総合開発に作っていただく（推進委員会副会長の小島さんを通じて大和総

合開発に依頼済み）前日に作って、当日温めて提供することとする。そのようにできるものを応募料

理の中から選ぶ。（大和生涯学習センターには会場で料理を温めて提供することについて了承を得た）

料理のレシピを大和総合開発に見せてそのように作っていただくこととはなったが、前日に作りおけ

るなどの衛生的な条件等からレシピ通りにはいかない箇所もあることを応募者に了承いただくこと

とする。 

・周知については、市内各幼稚園、保育園、小学校、中学校にチラシを配布する。民生委員や議員

には DM で周知する。 

・回覧は効果的という委員の意見があったが、市では現在、回覧を極力減らして市広報に掲載する 

ことが基本というスタンスであることから、市広報へ掲載することで委員了解。  



・ケーブルテレビでの周知を図る（おじいちゃん、おばあちゃん世代には効果的であると思われる） 

・各乳幼児学級、育児サークルの開催場所に行ってともいきフェアの説明やおとう飯の募集を呼び

かける（１０月中） 

・伝えたい人には集中して PR することが効果的であると思われる。 

・入り口でアンケートを配り、その回答などでめざす集客数に達しているかどうかみるなど、目標

値を設定するとよいのではないか。 

・Facebook のリーチ数で積み上げてゆくのもよいのではないか。実績を残していくことは必要で

ある。 

・来年度はともいきフェアを１回実施して終わりというやり方はやめたい。男女共同参画について

は継続的な周知が必要。 

・ともいきフェアのその後にも効果が発揮できるような継続性が大切である。 

・チラシには講演者の簡単なプロフィールと写真を掲載して周知する。 

・来場された方の満足度を高めるために、よいともいきフェアにするよう心掛けるだけである。 

・親の本音を聞くことができるなら、保育園や小学校の先生に来ていただけないか。単独では来場

しにくいので、数人のグループで来ていただけくとよいのではないか。先生も親の状況が分かっ

ていいのではないか。 

・チラシには「出展者募集」も入れて募る。 

 

 ※次回会議は、１０月１６日の週の月、水、金で調整する。 

 

３．閉会（小島副会長） 

 

                                         以上 


